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ドロップ・サイト・デイリー、５月７日：サウジアラビアとクウェート、ホルムズ海峡で
の米軍の行動を受け米軍基地への立ち入りを停止；イスラエル、入植者用道路建設のため
パレスチナ人のブドウ畑を破壊；中間選挙の最新情報 

脇浜義明訳 ＊脚注は訳注 

 

イランと停戦 

 ＊イラン、米国の提案を検討中と表明：イラン外務省のエスメイル・バガエイ報道官は、イランは米国提案を検討中であ

ると述べた。「イランは米国の計画と提案を現在検討しており、見解が確定したら、主要仲介者パキスタンにそれを伝え

る」と、ハガエイはイラン学生通信（ISNA)に語った。後の国営放送 IRIB のインタビューでは、ハガエイは「仲介者パキ

スタンを経由するメッセージのやり取りは続いており、交換で入手した文書の検討も続いている」と語った。「我々の１４

項目提案に対する米国の見解に対する我々の回答は、まだパキスタンに伝えていない」と付言した。 

 ＊トランプ、イランとの合意について語る：米国がイランに覚書を送付したという５月６日のメディア報道の後、トラン

プ大統領は交渉の見通しについてメディアの語った。報道によると、トランプはフォックス・ニュースのブレット・ベイヤ

ーに対し、この合意を楽観視しており、「何らかの成果につながる」と言った。前の報道（アクシオス）では、米国はイラ

ンに４８時間以内に合意を決定せよと言ったと伝えられていた。それに対し、イランは、アクシオス報道は「米国の希望リ

スト」だと揶揄した。 

 ＊サウジアラビアとクウエート、米国のホルムズ海峡計画への報復として米軍基地へのアクセスを遮断：ＮＢＣニュース

とドロップ・サイトのライアン・グリムの報道によると、トランプ大統領が湾岸諸国と相談しないで「プロジェクト・フリ

ーダム」1を発表したので、サウジアラビアとクウエートは米軍基地と上空通過のアクセスを遮断し、米国の作戦を一時停

止に追い込んだ。サウジアラビアはトランプ発表で不意を突かれたので、プリンス・スルタン空軍基地とサウジアラビア領

空への米軍アクセスを遮断し、その後トランプ大統領とムハンマド・ビン・サルマン皇太子と電話会談したが、紛争の解決

に至らなかったとNBC ニュースは報じた。同じようにクウエートも、米政権高官がドロップ・サイトに語ったところによ

ると、米軍の基地と領空アクセスを遮断した。カタールには作戦開始直後に連絡があり、オマーンは何も知らされず、トラ

ンプの発表で知った。サウジアラビアとクウエートの領空通過が遮断されたことで、米軍機はホルムズ海峡を通過する船舶

を保護するのに必要な防衛網を維持できなくなり、この作戦の停止は避けられなくなった。 

 ＊パキスタンのシャバス・シャリフ首相、トランプの「プロジェクト・フリーダム」停止を称賛：トランプ大統領がホル

ムズ海峡の商船を誘導する「プロジェクト・フリーダム」作戦を発表後たった１日で停止した勇気あるリーダーシップと迅

速な発表に「感謝する」と、パキスタンのシャリフ首相は５月６日にＳＮＳに投稿した。 

 ＊米軍、オマーン湾でイランのタンカーを無力化：米中央軍は５月６日、イラン船籍のタンカー「Ｍ/Ｔハスナ」号が米

国の海上封鎖を回避しようとしたと見られたため、米軍がオマーン湾で同船の舵を攻撃し、無力化したと発表した。中央軍

によると、米海軍の F/A-18 スーパーホーネット戦闘機が空母エイブラハム・リンカーンから発進して、度重なる警告を無

視したタンカーを２０ｍｍ機関砲で攻撃した。攻撃当時、タンカーは国際水域をイランの港へ向かって航行していた。 

 ＊イランが国連に制裁を否決するように要請：イランの国連代表部は、米国と湾岸諸国が提出した安保理に提出したイ

ラン制裁決議案を否決するよ宇に加盟国に要請した。イランは各国に「圧力でなく、論理、公平性、原則に基づいて、決議

案を支持または共同提案者にならず、拒否するように要請した。 

 ＊イラン、新たな海上機関設立してホルムズ海峡管理を正式化：イランは５月６日、ペルシャ湾海峡管理局（ＰＧＳＴ

Ａ）を発足させた。これは戦争中にイランがホルムズ海峡の交通を支配していた体制を制度化した新たな政府機関である。

今後、海峡を航行する船舶は、ＰＧＳＴＡが管理する許可制度を通じて許可を取得して、イランが指定する航路を「安全航

行」しなければならない。イスラム革命防衛隊海軍が、航路から逸脱する船舶には「断固たる」対応をすると警告してい

る。 

 

1 ホルムズ海峡で商船の航行を支援する「プロジェクト・フリーダム」は発表から僅か１日で停止、海運業界は翻弄された。 
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 ＊イラン、ホルムズ海峡で立往生する数百隻の船舶に海上支援を提供：イラン港湾海事機構は５月６日、ホルムズ海峡で

停泊する商船の船長に対し、イランの港はこの海域の船舶に海上支援、技術サポート、医療支援を提供できる準備が整って

いるというメッセージを発信した。米軍との膠着状態が続く中、数百隻の船舶がこの海域に集結したままである。 

 ＊アラグチ外相の中国訪問：イランのアラグチ外相は５月６日、北京で王毅外相と会談した。両国は声明を発表し、戦略

的連携強化と、米国へ交渉する圧力を共にかけること示唆した。アラグチ外相は会談は「建設的」だったと述べ、イランは

中国が戦争終結と戦後の地域体制の建設に積極的役割を果たすものと「信頼している」と語った。王毅外相は声明の中で、

「地域は紛争が終わるかどうかの瀬戸際」にあると述べ、戦争再開は「無分別」であると警告した。また、中国は「イラン

の国家主権と安全保障の維持を支持する」と付言した。 

 ＊ペゼンシュキアン大統領、マクロン大統領と戦争について協議：イランのマソウド・ペゼシュキアン大統領は５月６

日、フランスのエマニュエル・マクロン大統領と電話会談を行い、外交交渉合意に向けたイランの条件を伝えた。ペゼシュ

キアン大統領は、米国が「外交の道を脅迫、圧力、制裁へと逸らした」と述べ、ホルムズ海峡の不安定化を招いたのは米国

の行為だと非難した。イランは、今後の交渉に臨む前に、戦闘の終結と今後敵対行為をしないという確固たる保証が必要だ

と、大統領は述べた。タスニム通信によると、マクロン大統領はペゼシュキアン大統領に対し、フランスは交渉の進展を支

援する用意があり、「イランへの制裁解除を支持する」と言った。 

 ＊テヘラン州の知事、全省庁の業務再開を表明：メフル通信によると、テヘラン州のモハンマド・モタメディアン知事

は、州のすべての省庁、政府機関、行政機関が５月９日から１００％稼働すると述べた。 

 

レバノン  

 ＊イスラエル軍の空爆で７人死亡：国営通信社によると、５月７日、イスラエル軍は南レバノン各地を空爆とドローン

攻撃し、少なくとも７人が死亡し、数人が負傷した。マジュダル・サレムでは、イスラム保健協会と連携する市民防衛団が

直接攻撃され、数人が負傷した。アイン・バールでは、車両への攻撃でパレスチナ人２人が死亡し、同地の住宅への空爆で

は１人が死亡し、数人が負傷した。ナバティーエ地区では、配達員のシャルベル・アサフが空爆で死亡した。ミフドゥン近

郊では自動車運搬トラックがドローン攻撃され、１人が死亡した。ハブーシュ近郊ではピックアップ・トラックがドローン

攻撃され、２人が死亡した。 

 ＊５月６日のイスラエル軍の攻撃：  

・ベイルート攻撃；イスラエルは先月レバノンと「停戦」合意してから初めて６日にベイルートを爆撃した。ネタニ

ヤフ首相はビデオ声明で、ベイルート攻撃はヒズボラのラドワン部隊の司令官を標的にしたものと語った。ヒズボラ

は公式にはコメントをしていないが、情報筋がＡＦＰに語ったところでは、司令官の死亡が確認されたようだった。イ

スラエル高官は公共放送局「カン」に対し、イスラエルは米政府から「精密で標的を絞った」攻撃に「ゴーサイン」

を得たと語った。  

・南レバノンへの攻撃で１３人死亡：ロイター通信によると、先月の米国仲介の停戦合意にもかかわらず、５月６日

にイスラエル軍は南レバノンとベッカー渓谷一帯を攻撃し、少なくとも１３人が死亡した。南レバノンの町ヒルベ

ト・セルムへの攻撃では２人が死亡、１人が負傷した。ティルス近郊では車両への攻撃で２人が死亡。シクシキヤでは

民間人５人が死亡、１５人が負傷した。国営通信社によると、攻撃は夜まで続き、アンサリヤでは３人が死亡、７人

が負傷した。 

 ＊イスラエル兵が聖母マリア像を破損する画像に民衆が怒る：レバノン南部でイスラエル兵が聖母マリア像の口元にタ

バコを押し付けている画像が今日ネットで流れ、イスラエル軍は調査すると発表した。軍のナタブ・ショシャニ報道官は、

軍はこの事件を「極めて深刻に受け止めている」と言って、兵士の行動は「軍人に求められる価値観から完全に逸脱してい

る」「画像は数週間前に撮影されたもの」と述べた。これは、南レバノンにおけるイスラエル軍の民族浄化作戦でキリスト

教聖地やシンボルを標的に破壊する一連の行為が報告されている中で起きた事件である。ヤルーンでは、イスラエル軍は修

道院と女子学校を破壊し、南レバノンではイエス・キリスト像がイスラエル兵によって破壊される様子の写真に収められ

た。 
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ガザ回廊、西岸地区、イスラエル 

 ＊死傷者数：過去２５時間で、ガザ回廊でパレスチナ人９人が死亡（うち６人は新たな攻撃のよるもので、３人は以前

に負った負傷が原因で死亡）、３９人が負傷した。２０２３年１０月７日以降の死者は７２，６２８人で、負傷者は１７

２，５２０人となった。ガザのパレスチナ保健省によると、いわゆる「停戦」初日である１０月１１日以降、イスラエルの

停戦違反のガザ回廊攻撃で少なくとも８４６人のパレスチナ人が死亡し、２，４１８人が負傷した。また、瓦礫の下から回

収した遺体は７６９体である。 

 ＊５月７日の攻撃：WAFA によれば、ガザ市西部へのイスラエルのドローン攻撃で３人のパレスチナ人が死亡、数人が

負傷した。 

 ＊５月６日の攻撃で８人死亡：  

・ガザ市アル・ダラジ地区への空爆で２人死亡、ハマス指導者ハリール・アル・ハヤの息子を含む数人が負傷した。   

・アル・アハリ病院の報告によると、ガザ市南東部のザイトゥーン地区で、イスラエル軍のドローン攻撃により子ど

もを含むパレスチナ人４人が死亡、数人が負傷した。   

・パレスチナ警察のナシム・アル・カルザニ大佐は、ハーン・ユーニス西部のアル・マワシ地区でイスラエルのドロ

ーン攻撃で死亡した。アル・ジャジーラによれば、他に民間人１７人が負傷した。  

・ガザ市南部のクウェート円形交差点付近でイスラエル軍の銃撃でパレスチナ人１人が死亡、また、以前アル・ジャ

ラー交差点付近の空爆で負傷した人がその傷が原因で死亡した。 

 ＊イスラエル、入植地用道路の拡張のためにパレスチナ人の果樹園を破壊：パレスチナ情報センターが引用したパレス

チナ当局者の話では、収穫期前のこの３日間で、イスラエル軍は西岸地区のヘブロン東部の２００ドゥナム（約５０エーカ

ー）以上の畑を破壊し、数千本の果樹を根こそぎにした。国道６０号線の拡張だと言って、アル・バカア地区のブドウ畑と

野菜畑を潰した。パレスチナ当局者によると、この地域は西岸地区の主要なブドウ生産地で、年間約１万３０００トンのブ

ドウを生産し、数百世帯の家計を支えている。農民たちは、事前の警告もなしに農地が破壊され、事後に軍から接収命令が

伝えられた。 

 ＊スカイ・ニュース、２０２３年のアラカド一家失踪事件を調査：スカイ・ニュースと弁護士団は、２０２３年にハー

ン・ユーニスでアラカド家の家族数人が行方不明になった事件の調査結果を発表した。調査の中心となったのは、フーダ・

アラカドと彼女の７８歳母親アイシャがイスラエル軍車両の後部座席でイスラエル兵に囲まれて坐っている一枚の写真であ

った。家族の者は２人が見えなくなってから２年後にこの写真を発見した。調査団は写真に写っている兵士がゴラニ旅団第

１２大隊の兵士であることを特定した。弁護士らは、これは強制失踪事件、つまり人道に対する罪に相当するかもしれない

と主張している。 

 ドロップ・サイトのライアン・グリム記者は、以前、行方不明になった２人の女性の所在をイスラエル軍に繰り返し質問

した。軍は「女たちはガザ回廊で、部隊の作戦活動から離れた場所で解き放った」と主張したが、それ以後彼女たちの姿は

確認されなかった。 

 ＊ハマスのガザ回廊指導者の息子がイスラエル軍の空爆で死亡、４人目である：ハリール・アル・ハヤの息子のアッザム

が、５月６日のアッダラージ地区の空爆で受けた傷がもとで死亡した。これでアル・ハヤの子どもが４人イスラエル軍に殺

害されたことになる。アル・ジャジーラのインタビューでアル・ハヤは、今回の攻撃は意図的で政治的なもので「パレスチ

ナ交渉団への圧力の継続」だとし、イスラエルは「圧力、殺害、テロによって欲しいものを手に入れようとしている」と述

べて、イスラエルが交渉の重要な局面でハマスを威嚇するために攻撃していることを指摘した。彼はその責任は米国にある

と言った。「仲介者と保証人、特に停戦を保証した米国の責任が果たされていない」と言った。また、ハマスは、イスラエ

ルが合意第一段階の条件をきちんと履行すれば、次の段階へ進む用意があると、彼は言った。 

 ＊国境なき医師団（MSF)、ガザへの物資搬入のイスラエルの意図的な制限で妊婦と新生児が危機：イスラエルがガザ回

廊で引き起こしている栄養失調危機は、妊婦、授乳中の女性、新生児、生後６か月未満の乳児に壊滅的影響を及ぼしている

と、今日 MSF が医療データの分析結果を発表した。MSF が直接運営するかまたは支援する４つの医療施設において、２

０２４年末から２０２６年初頭にかけて、早産、乳児死亡、流産、栄養失調児の増加が記録された。MSF 顧問のメルセ・

ロカスパナは声明の中で、「栄養失調危機は人為的に作り出された」と述べた。「戦争前のガザには栄養失調はほとんどゼロ
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だった。２年半にわたる人道支援物資や商業物資の搬入を組織的に妨害し、意図的に治安悪化を扇動し、食料と清潔な水へ

のアクセスを著しく制限している」と述べた。 

 

米国のニュース 

 ＊５月５日の選挙結果が秋の選挙戦を決定づける：オハイオ州とインディアナ州で５月５日に行われた予備選挙の結果

が次々と発表された。オハイオ州では、民主党は元上院議員のシェロッド・ブラウンを指名、ヴァンスが副大統領としてホ

ワイトハウス入りして空けた上院議員席を占めている現職の共和党のジョン・ハステッドに挑戦させる。これは、今回に選

挙サイクルの中で最も重要な選挙と見られている。トランプの盟友で、短期間政府効率化局の共同局長を務めたことがある

ヴィヴェク・ラマスワミが共和党の州知事候補に指名され、新型コロナウィルス感染症パンデミック時に州保健局長を務め

た民主党のエイミー・アクトンと対決する。 

 ＊ホーマン、正式書類のない米国人とドリーマー2の法的地位にかんする「協議の継続」を示唆：トランプ政権の「国境

問題担当責任者」で、移民の大量強制送還を強力に主張するトム・ホーマンは、CBS のインタビューの中で、政府が移民

政策の方向転換を検討していることを示唆した。彼は、「あなたは、不法滞在者であるが、そのこと以外では法違反をして

いない数百万人の人々、ドリーマーも含めて、彼らに法的地位を与える妥協案を支持しますか」と記者から質問され、「大

統領の意向に反する行動はとらない」と主張したが、トランプ大統領がこの問題について「閣僚の様々なメンバーと協議し

ている」、そして自分も「一部」の協議には参加しているが、他のことは知らないと言った。これまでトランプは不法移民

に「恩赦」を与える考えに反対し、移民法の厳格な執行を自分の政治キャリアの重要政策課題としてきた。しかし、４月に

実施されたポリティコの世論調査では、米国民の大多数がトランプの移民政策を「行き過ぎ」と思っていることが明らかに

なった。また、２０２５年のギャラップ世論調査では、不法滞在者への市民権取得の道を広げることを支持する国民が増加

していることが明らかになった。 

 ＊アダム・ハマウィが興味深い支持を得ている：民主党の科学者や医師が連邦議会選挙に出馬することを支援する「３１

４アクション・ファンド」が、ニュージャージー州第１２選挙区の代表候補としてアダム・ハマウィを支持した。この団体

はこれまで、ＡＩＰＡＣ（アメリカ・イスラエル公共問題委員会）の秘密資金を親イスラエル候補者に移送する隠れ蓑に利

用されてきたが、ハマウィはガザ回廊でボランティア医師団を率いた外科医で、イスラエルによって出国を妨害されたこと

がある人物で、一貫してイスラエルのジェノサイドを批判してきた。今回の支持表明は「３１４アクション・ファンド」が

ハマウィに選挙資金を投入することを保証するものではないが、近くの選挙区で同団体が黒人医師アラ・スタンフォードを

支援するために数百万ドル投入していることは、同団体への信頼性をある程度高めるであろう。 

 ＊クリス・ラップ、フィラデルフィアの連邦議会選挙で大規模な広告キャンペーン：労働家族党3は、ペンシルベニア州

第３選挙区の連邦議会議員を目指す州議会議員を支援する新たな広告を公開した。州上院議員のニキル・サヴァル、州下院

議員のリック・クラジェフスキーとニコラス・オロークを応援する広告は、ドロップ・サイトのライアン・グリムの取材に

よると、少なくとも２０万ドル、最大で４０万ドルの費用がかかり、フィラデルフィアのプロのバスケット・ボール・チー

ムがプレーオフを戦っている間、市内で放映する予定である。 

 ＊ラトガース大学、イスラエルを批判する講演者の卒業式講演を中止：AP 通信によると、ラトガース大学は、同大学

OB で、バイオテクノロジー企業のCEO のラミ・エルガンドゥールの卒業式講演を中止した。この決定は、学生やOB ら

がエルガンドゥールのイスラエル批判やガザ・ジェノサイドに関する SNS 投稿に反発している者がいることを知ったため

である。大学の広報担当者は、大学は「招待講演者の SNS 投稿を懸念し、一部の卒業生が卒業式に出席するのを拒否する

意向を見せていることを知って、この決定をした」と説明した。エルガンドゥールは、ガザ回廊からの映像や報道を頻繁に

SNS でシェアして流し、イスラエルを戦争犯罪とアパルトヘイトで非難してきた。彼は、ラトガース大学は、以前はイス

 

2 ドリーマー（Dreamers）とは、幼少期に親に連れられてアメリカへ不法入国し、その後アメリカで育った若者たちを指す言葉である。主に不

法移民の子供たちが対象で、アメリカ以外に母国を知らない世代として、[DACA（若年移民に対する国外強制退去の延期措置）]により特別に滞

在や就労が認められている移民層を指す。  

3 労働家族党（Working Families Party: WFP）は、1998 年にアメリカで設立された、社会民主主義や進歩主義を掲げる少数政党（マイナー・パ

ーティ）。民主党の左派寄りである、労働組合や市民団体が連携して活動している。 
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ラエル軍に殺害された幼い少女ヒンド・ラジャブに関するドキュメンタリーのプロデューサーとしての彼の役割を取り上げ

ていたのに、「都合が悪くなると」取り上げなくなったと言った。 

 ＊連邦判事がエプスタインの遺書と見られる文書を公開：連邦判事は５月６日、エプスタインが書いたとされる遺書を公

開した。この遺書は、刑務所でエプスタインと同房者だったニコラス・タルタグリオーネの刑事裁判の一環証拠として長年

封印されていた。「何カ月も尋問捜査されたが、何も見つからなかった」と書かれ、「別れを告げる時を自分で選べるのは素

晴らしいことだ」と書き、「どうしろっていうのか？ 泣き出せと言うのか！」と書き、最後に下線を入れて「つまらな

い」「割に合わなかった！」と締めくくっている。彼と同室だったタルタグリオーネ（彼は元ブライアクリフ・マナー刑務

所警察官）は、２０１９年７月に、エプスタインが首に布切れを巻き付けた状態で意識不明になっているのを発見したと

き、グラフィックノベルの中に挟まれているメモを見つけたと証言した。このとき、エプスタインは一命を取り留めたが、

数週間後に死亡した。タルタグリオーネは、エプスタインが同室の男に襲われたと主張するかもしれないと懸念して、メモ

を弁護士に預けた。その後、このメモは弁護士間の法的紛争に巻き込まれ、弁護士・依頼人秘匿権を保護するために封印さ

れた。                                         

 ＊ルトニック商務長官、エプスタインが私的に所有する島を訪問したことを議会で認めた：ハワード・ルトニック商務長

官は５月６日、下院監視・政府改革委員会の公聴会で、２０１２年に米領バージン諸島にあるエプスタインが私有する島を

訪れたことを明らかにした。この訪問は、有罪判決を受けた性犯罪者と関係を断ったと以前にルトニックが主張してから７

年後のことだった。非公開で行われた委員会に出席した議員によると、ルトニックはエプスタイン有罪判決を「不可解」と

言ったいう。民主党議員らは委員会の後、ルトニックを厳しく批判した。スハス・スブラマニャム下院議員はルトニックを

「曖昧で神経質」で不誠実だと非難し、ヤサミン・アンサリ下院議員は民主党が下院の過半数を奪還すれば公開カメラ付き

の公聴会で国民に知らせてやると言った。この公聴会は宣誓供述書もなく、ビデオ録画もなかったが、ジェームズ・コマー

委員長は議事録を公開すると言った。 

 ＊ＦＢＩ，バージニア州上院議長事務所と大麻販売店を捜索：ＡＰ通信によると、連邦捜査官は５月６日、バージニア

州ポーツマスにある民主党所属のＬ．ルイーズ・ルーカス州上院議長の事務所と、隣接する大麻販売店を捜索した。これ

は、バイデン政権下で開始された汚職捜査の一環である。８２歳のルーカスは、先月選挙民が承認したバージニア州の民主

党主導の選挙区再編で中心的役割を果たした。この再編で、民主党は連邦下院で最大４議席を獲得する可能性がある。ルー

カスが２０２１年に開店した大麻販売店では合法的なヘンプとＣＢＤ製品4を販売しているとルーカスは主張しているが、

以前、製品表示に誤りがあったとの疑惑で地元メディアの注目を集めたことがある。バージニア州では嗜好用大麻の販売は

依然として違法である。 

 ＊フロリダ州の選挙区再編で南フロリダの連邦議会選挙区が混乱、進歩派が親イスラエル派のモスコウィッツに挑戦：

元民主党のデジタル資金調達係だったオリバー・ラーキンは、フロリダ州第２３選挙区選出のジャレッド・モスコウィッツ

下院議員に対し、モスコウィッツの強硬なイスラエル支持とレイケン・ライリー法5に賛成票を投じたことを理由に、予備

選挙で彼に挑戦することを表明した。ラーキンは、ストリーマーのハサン・ピカーのチャンネルに出演して７万ドルの資金

調達するなど、草の根運動を展開してきた。その後、共和党が新規作成したフロリダ州選挙区地図によって、同選挙区が３

つの選挙区に分割され、両候補は改めてどの選挙区で出馬するかを決めなくてはならなくなった。ラーキンは選挙区再編は

自分の選挙運動を「不利にするために意図的に設計されたもの」と主張している。 

 ＊ボーリング愛好家たち、プライベート・エクィティが出資するボウレロ社を独占禁止法違反で提訴：ワシントン州連邦

裁判所に５月６日に提出された集団訴訟では、ボウレロ社（２０１２年に６店舗だったが、今では３５０店舗に拡大し、米

国のボウリング市場収益の３５％を占める）が違法な統合、アルゴリズムによる価格操作を用いたコスト上昇で値上げ、買

収したボウリング場のメンテナンス削減を行っていると訴えている。訴状は、ボウレロ社による買収（プロボウリング協会

の買収も含む）の取り消しと、今後の業界統合の禁止を求めている。 

 

 

4 大麻草の成熟した茎や種子から抽出された成分を含み、リラックス効果やストレス解消、疲労回復が期待される注目のヘルスケアアイテム。 

5 移民取り締まり強化法。 
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その他の国際ニュース 

 ＊パキスタン、アフガニスタンの民間人攻撃：４月２７日、アフガニスタンのクナール州アサダバードにあるサイード・

ジャマルディン・アフガニ大学の本館がパキスタン軍のドローン攻撃を受け、少なくとも学生７人が死亡し、教員を含む数

十人が負傷したと、目撃者の証言に基づいてドロップ・サイト・ニュースが報じた。この攻撃は、４月の中国仲介の停戦合

意を覆した。パキスタン軍がカブールの薬物リハビリセンターで４００人以上を虐殺した事件から約１か月後の事件であ

る。アフガニスタン当局者はドロップ・サイトに「パキスタンは TTP（パキスタン・タリバン運動）の戦闘員を攻撃した

と主張しているが、大学や診療所を攻撃しているのは、テロ組織と戦っているのでなく、住民と戦っていることだ」と語っ

た。（Emran Feroz, “’We Stopped Classes and tried to flee’ーPakistan Targets Afghan Civilians in Scorched-Earth Military 

Campaign”, Drop Site, May 07, 2026) 

 ＊シリア、政府幹部暗殺を計画していたヒズボラ系組織を解体したと発表：シリア当局は、政府高官の殺害を計画してい

たとされるヒズボラ系組織をシリア領内で解体させたと発表した。当局は、ダマスカス郊外、アレッポ、ホムス、タルトゥ

ース、ラタキアで同時多発的に行った治安作戦で、１１人を逮捕し、爆発物と RPG ランチャーを押収したと発表した。ヒ

ズボラはこの主張を断固否定し、虚偽であると主張し、シリア当局はこれまでにも同じようなデマを繰り返してきたと言っ

た。 

 ＊北朝鮮、核不拡散条約からの永久離脱を宣言：北朝鮮の金成国連大使は５月６日、北朝鮮は核不拡散条約に拘束され

ることなく、いかなる外部圧力によっても核保有国の地位を変えることはないと宣言した。これは、国連本部で開催された

第１１回核不拡散条約運用検討会議の場で発表したもの、米国と米国同盟諸国が北朝鮮を批判した。北朝鮮の核開発計画に

ついて、金大使は「改めて明確にするが、朝鮮民主主義人民共和国はいかなる状況下でも核不拡散条約に拘束されることは

ない」と述べた。北朝鮮は２００３年に核不拡散条約から脱退し、以来６回核実験を行い、数十発の核弾頭を持っていると

見られている。 

 ＊西ベンガル州で選挙後に暴動、４人死亡：インドのコルカタで、モディ首相率いるインド人民党の支持者とマムター・

ベネルジー率いるトリナムール会議派の支持者の間で衝突が発生、少なくとも４人が死亡した。インド人民党が５月５日の

選挙で予想外の勝利をしたという報道を受けてのことだった。両党の支持者から２人ずつの死亡者であった。選挙管理委員

会は西ベンガル州当局に対し、暴力行為に「容赦しない」措置を取ることを指示した。 

 ＊国境なき記者団（RSF)、西アフリカの国家ブルキナファソが記者を約２年間秘密裡に拘束し虐待したと非難：ブルキ

ナファソのメディア『ルエヴェヌマン』の編集長で行方不明のジャーナリスト、アティアナ・セルジュ・ウロンは、同国の

軍によって恣意的に拘束されたと RSF が言っている。私服姿の武装した男たちが、２０２４年６月２４日にウロンを自宅

から拉致した。軍事政府はウロンが軍に徴兵されたと言っているが、報道の自由擁護団体は、調査の結果、少なくとも２０

２５年末までウロンが拘束されていたと言明している。ウロンが拘束された仮設拘留施設に入っていた元囚人たちは、寝台

はなく床にごろ寝で、同じ服を何か月も着たままで、トイレの水を飲み、警備員から木の枝で殴られたと証言している。

RSF によると、ウロンは２０２２年に軍高官の横領を告発して以来当局の監視下に置かれていた。RSF は政府の徴兵主張

は、拉致し拘束したことを隠蔽する口実だと主張している。 

 ＊メキシコはジャーナリスト殺害事件がラテンアメリカで一番多い国という報告書：英国の人権擁護団体「アーティクル

１９」が５月６日に発表した報告書によると、２０２５年にメキシコでジャーナリストが７人殺害され、１人が行方不明に

なった。前年の４人殺害の２倍にあたり、メキシコはラテンアメリカで報道関係者にとって最も危険な国となった。昨年

は、メキシコで記者に対する暴行事件が５３件もあった。ジャーナリスト保護委員会（CPJ)は、ガザ、イエメン、スーダン

等の紛争地域を除けば、２０２５年はメキシコがジャーナリストにとって最も危険な国だと指摘した。昨年は過去最多の１

２９人の報道関係者が殺害されたが、その３分の２はイスラエルによる殺害であった。 

 ＊ベネズエラ、ガイアナとの国境紛争の国際司法裁判所の管轄権を拒否：ベネズエラは５月６日、ハーグの国際司法裁判

所の裁判官に対し、石油資源が豊富なエセキボ地域をめぐる長年にわたる紛争に関し、国際司法裁判所の管轄権を認めない

と表明した。係争地域は、エセキボ川沿いのジャングル地帯と沖合の油田・ガス田の海域を含む、約１６万平方キロメート

ルの地帯である。ガイアナは５月４日、国際司法裁判所に対し、ベネズエラが領有権を主張するエセキボ地域は自国領土の

７０％以上を占め、国家存続の危機をもたらすと主張した。裁判所の最終判決は数か月後になる見込み。 

https://www.afghanistan-analysts.org/en/aan-in-the-media/we-stopped-classes-and-tried-to-flee-pakistan-targets-afghan-civilians-in-scorched-earth-military-campaign/
https://www.afghanistan-analysts.org/en/aan-in-the-media/we-stopped-classes-and-tried-to-flee-pakistan-targets-afghan-civilians-in-scorched-earth-military-campaign/
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 ＊イラクの石油生産急落：ルダウ通信によると、イラクの石油生産量は戦前の水準から６０％減少し、日量１６０万バレ

ルとなった。米国のイラン戦争による混乱が続いているためである。ホルムズ海峡封鎖と、イラク内で米軍とイラン支援民

兵組織の間の戦闘で、数十の大規模投資プロジェクトが停滞し、外国企業が開発プロジェクトから撤退するなど、資本流出

も起きている。イラクは今や深刻な経済危機に陥っている。エネルギー販売による国家歳入は月間１０億ドルレベルにまで

低下したのに、給与、年金、福祉給付金など基礎的な財政ニーズの必要な資金は５８億ドル必要である。 

 ＊米国、メキシコとコロンビアへの麻薬対策圧力を強める：トランプ政府は、メキシコとコロンビアへの圧力を大きく

強める新たな麻薬対策戦略を発表し、両国に麻薬カルテルや麻薬密売組織に対する「測定可能な成果」を要求した。この戦

略では、フェンタニルとメタンフェタミンの生産を解体するための重点地をメキシコとし、研究所、化学原料、国境を超え

る密輸ルートに対する作戦が含まれている。コロンビアに対しては、コカ栽培の削減と米国の安全保障対策への協力を強化

することを求めている。トランプ大統領は５月６日の記者会見で、「彼らが任務を遂行しないなら、我々が任務を遂行す

る」と述べ、両国領内での米国の一方的軍事行動を再び示唆した。 

 ＊中国、元国防相２人に死刑判決：中国人民解放軍の元高官の魏鳳和元国防祖と、李尚福元国防相が汚職の罪で、執行

猶予付きの死刑判決を受けたと、新華社通信が５月７日に報じた。これは、習近平国家主席の軍高官粛清が深まる中で、こ

れまでで最も厳しい刑罰である。２人は賄賂を受け取り、人事を金銭と引き換えに行った罪で有罪判決を受けた。専門家筋

は、彼らの死刑判決は仮釈放なしの終身刑に減刑されると予想している。 

  

 


